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1. 開催概要 
開催日時：平成 24 年 11 月 14 日（木）11:05～17:45 
場所：筑波宇宙センター 総合開発推進棟 大会議室(1F) 
主催：宇宙航空研究開発機構 環境試験技術センター 

 
 

2. 開催目的 
本ワークショップは、 
 環境試験技術に関する動向等を含む研究開発成果を報告する 
 環境試験技術の問題点等に関する意見交換 
を目的として開催するものである。 

 
 

3. 講演プログラム及び概要 
講演プログラム及び概要を表 1 に示す。 
また、ポスターセッションの発表内容及び概要を表 2 に示す。 

 
 

4. キャッチコピー及び宣伝ポスター 
キャッチコピーを設け、以下とした。 
 
「環境試験が導く、確かな未来。」 
 
また、宣伝用に配布したポスターを図 1 に示す。 
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表

1（
1/

2）
 
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
概
要

 

時
間

講
演

者

1
1
:0

5
～

1
1
:1

0

「
（
特

別
講

演
）
 自

動
車

開
発

に
お

け
る

環
境

試
験

と
電

動
車

両
用

L
iバ

ッ
テ

リ
ー

の
特

性
に

つ
い

て
」

自
動

車
の

環
境

、
耐

久
性

試
験

は
、

世
界

の
ユ

ー
ザ

ー
に

自
由

な
移

動
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

上
の

様
々

な
環

境
条

件
で

1
0
年

以
上

の
長

期
に

渡
り

性
能

を
損

な
わ

な
い

よ
う

保
証

を
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

自
動

車
開

発
の

現
場

に
お

い
て

、
様

々
な

影
響

を
ど

の
よ

う
に

把
握

し
機

能
保

証
し

て
い

る
か

を
解

説
す

る
。

　
又

昨
今

電
動

車
両

開
発

が
加

速
し

て
い

る
中

、
人

工
衛

星
な

ど
と

共
有

で
き

る
技

術
と

し
て

自
動

車
用

L
iバ

ッ
テ

リ
ー

の
開

発
状

況
を

解
説

す
る

。

（
略

歴
）

千
葉

工
業

大
学

電
子

工
学

科
卒

業
後

、
本

田
技

研
工

業
株

式
会

社
入

社
。

本
田

技
術

研
究

所
に

て
C

IT
Y
tu

rb
o
を

初
め

と
す

る
エ

ン
ジ

ン
シ

ス
テ

ム
研

究
開

発
を

担
当

す
る

。
1
9
8
7
年

よ
り

F
-
1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

て
エ

ン
ジ

ン
制

御
シ

ス
テ

ム
開

発
及

び
レ

ー
ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
を

担
当

、
ア

イ
ル

ト
ン

・
セ

ナ
と

と
も

に
黄

金
期

を
築

く
。

そ
の

後
、

E
V

、
H

E
V

研
究

部
門

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
な

り
、

2
0
0
2
年

か
ら

は
4
輪

レ
ー

ス
部

門
統

括
、

F
-
1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

チ
ー

ム
を

統
括

し
た

。
2
0
0
6

年
、

E
V

、
H

E
V

研
究

部
門

　
上

席
研

究
員

と
な

り
、

2
0
1
2
年

よ
り

現
職

と
な

る
。

1
2
:1

0
～

1
3
:1

0

「
陸

域
観

測
技

術
衛

星
2
号

（
A

L
O

S
-
2
）
の

シ
ス

テ
ム

試
験

状
況

」

陸
域

観
測

技
術

衛
星

2
号

（
A

L
O

S
-
2
）
は

、
2
0
1
3
年

打
上

に
向

け
て

、
筑

波
宇

宙
セ

ン
タ

ー
に

て
シ

ス
テ

ム
P

F
T
を

実
施

中
で

あ
り

、
1
0
月

後
半

よ
り

シ
ス

テ
ム

熱
真

空
試

験
を

予
定

し
て

い
る

。
ミ

ッ
シ

ョ
ン

機
器

で
あ

る
P

A
L
S
A

R
-
2
は

、
シ

ス
テ

ム
P

F
T
と

は
切

り
離

し
、

筑
波

宇
宙

セ
ン

タ
ー

に
て

真
空

点
像

応
答

試
験

に
よ

り
R

F
性

能
を

、
熱

真
空

試
験

に
よ

り
、

熱
真

空
環

境
下

に
お

け
る

ア
ン

テ
ナ

制
御

に
問

題
な

い
こ

と
も

確
認

で
き

た
た

め
、

現
在

は
ア

ン
テ

ナ
パ

ネ
ル

の
連

結
作

業
実

施
中

で
あ

る
。

本
講

演
で

は
、

シ
ス

テ
ム

P
F
T
及

び
P

A
L
S
A

R
-
2
の

試
験

状
況

、
結

果
等

に
つ

い
て

紹
介

す
る

。

「
3
0
k
W

キ
セ

ノ
ン

ラ
ン

プ
長

寿
命

化
の

開
発

状
況

」

環
境

試
験

技
術

セ
ン

タ
ー

で
は

、
ソ

ー
ラ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

運
用

の
信

頼
性

向
上

・
コ

ス
ト

低
減

の
た

め
、

ソ
ー

ラ
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

光
源

と
し

て
用

い
て

い
る

3
0
kW

キ
セ

ノ
ン

ラ
ン

プ
の

長
寿

命
化

を
検

討
し

て
い

る
。

本
検

討
で

は
、

電
流

リ
ッ

プ
ル

を
低

減
す

る
ラ

ン
プ

電
源

開
発

と
放

電
ラ

ン
プ

で
あ

る
ラ

ン
プ

本
体

の
電

極
改

善
を

行
っ

て
い

る
。

現
在

、
電

源
開

発
は

完
了

し
、

ラ
ン

プ
改

善
も

今
年

度
内

の
ス

ペ
ッ

ク
決

定
を

目
標

と
し

て
開

発
が

進
ん

で
い

る
。

本
発

表
で

は
長

寿
命

化
検

討
の

成
果

と
開

発
状

況
を

報
告

す
る

。

1
4
:1

0
～

1
4
:3

0

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

A
L
O

S
-
2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

猿
渡

 英
樹

 氏
1
3
:1

0
～

1
3
:4

0

1
3
:4

0
～

1
4
:1

0

休
憩

休
憩

・
昼

食

題
目

及
び

概
要

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

環
境

試
験

技
術

セ
ン

タ
ー

和
田

 篤
始

 氏

開
会

挨
拶

（
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
　

理
事

　
本

間
　

正
修

）

1
1
:1

0
～

1
2
:1

0
株

式
会

社
　

本
田

技
術

研
究

所
M

E
V

研
究

室
 上

席
研

究
員

　
木

内
 健

雄
 様
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表
1（

2/
2）

 
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
概
要

 

時
間

講
演

者

「
A

S
N

A
R

O
衛

星
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
S

p
a
c
e
W

ir
e
の

採
用

と
試

験
自

動
化

」

小
型

地
球

観
測

衛
星

A
S
N

A
R

O
は

デ
ー

タ
処

理
標

準
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

と
し

て
S
pa

c
e
W

ir
e
を

用
い

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

を
構

築
し

て
い

る
。

A
S
N

A
R

O
衛

星
シ

ス
テ

ム
で

は
こ

の
特

徴
を

活
か

し
た

試
験

及
び

イ
ン

テ
グ

レ
ー

シ
ョ
ン

プ
ロ

セ
ス

を
実

行
し

、
随

所
で

自
動

化
を

実
現

し
て

き
た

。
将

来
シ

リ
ー

ズ
衛

星
で

は
衛

星
外

か
ら

直
接

S
pa

c
e
W

ir
e
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

試
験

シ
ナ

リ
オ

を
実

行
す

る
手

法
を

実
現

す
る

。

「
超

小
型

衛
星

の
環

境
試

験
の

実
績

解
析

と
試

験
標

準
化

に
つ

い
て

」

昨
年

よ
り

、
超

小
型

衛
星

の
環

境
試

験
の

国
際

標
準

規
格

を
作

成
し

よ
う

と
い

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

日
本

主
導

で
立

ち
上

が
り

つ
つ

あ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

ま
ず

過
去

の
超

小
型

衛
星

の
試

験
実

態
に

つ
い

て
調

査
を

行
な

っ
た

。
そ

の
解

析
結

果
に

つ
い

て
述

べ
る

。
ま

た
、

本
年

５
月

に
打

上
っ

た
鳳

龍
弐

号
に

つ
い

て
は

、
実

施
し

た
環

境
試

験
と

そ
の

効
果

に
つ

い
て

詳
細

に
述

べ
る

。
最

後
に

国
際

標
準

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

現
状

に
つ

い
て

述
べ

る
。

1
5
:3

0
～

1
6
:1

0
「
計

測
機

器
の

最
近

の
動

向
」

昨
今

、
諸

外
国

に
お

い
て

音
響

・
振

動
・
歪

等
の

物
理

量
を

計
測

及
び

デ
ー

タ
収

録
す

る
機

器
の

発
展

が
目

覚
し

い
。

そ
の

中
で

、
2
つ

の
特

色
の

あ
る

計
測

機
器

を
取

り
上

げ
、

国
内

外
の

航
空

宇
宙

分
野

に
お

け
る

事
例

を
加

え
な

が
ら

計
測

機
器

の
最

近
の

動
向

に
つ

い
て

紹
介

す
る

。

「
筑

波
宇

宙
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
A

S
T

R
O

-
H

 の
シ

ス
テ

ム
試

験
に

つ
い

て
」

従
来

、
科

学
衛

星
の

試
験

は
宇

宙
科

学
研

究
所

に
て

行
わ

れ
て

き
た

が
、

A
S
T
R

O
-
H

は
衛

星
が

大
型

化
し

た
た

め
、

衛
星

の
組

み
上

げ
、

お
よ

び
シ

ス
テ

ム
試

験
を

筑
波

宇
宙

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
。

本
講

演
で

は
、

ま
ず

A
S
T
R

O
-
H

衛
星

の
概

要
と

技
術

的
に

困
難

な
ポ

イ
ン

ト
、

試
験

で
検

証
す

る
重

点
項

目
を

説
明

す
る

。
そ

の
後

、
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
た

熱
変

形
試

験
、

T
T
M

試
験

に
関

し
て

、
概

要
と

試
験

を
実

施
す

る
上

で
工

夫
し

た
ポ

イ
ン

ト
、

今
後

実
施

す
る

予
定

の
試

験
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

「
試

験
標

準
の

次
改

定
計

画
及

び
海

外
標

準
と

の
比

較
」

衛
星

一
般

試
験

標
準

（
J
E
R

G
-
2
-
0
0
2
）
は

昨
年

度
改

定
さ

れ
、

宇
宙

機
一

般
試

験
標

準
（
J
E
R

G
-
2
-
1
3
0
）
が

制
定

さ
れ

た
。

次
回

の
メ

ジ
ャ

ー
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
の

目
標

を
3
年

後
と

し
て

作
業

が
開

始
さ

れ
て

い
る

。
本

発
表

で
は

次
改

定
に

反
映

す
る

主
な

事
項

と
そ

の
検

討
方

法
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。

さ
ら

に
、

国
内

及
び

海
外

の
宇

宙
開

発
関

連
試

験
標

準
と

の
比

較
に

つ
い

て
も

触
れ

る
。

1
7
:4

0
～

1
7
:4

5

1
7
:5

0
～

1
9
:5

0

1
6
:1

0
～

1
6
:4

0
丸

文
　

株
式

会
社

金
田

 佳
三

 氏

題
目

及
び

概
要 休

憩
・
ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
後

述
）

1
4
:3

0
～

1
5
:0

0
日

本
電

気
　

株
式

会
社

小
林

 裕
亮

 氏

1
5
:0

0
～

1
5
:3

0
九

州
工

業
大

学
　

教
授

趙
 孟

佑
 氏

閉
会

挨
拶

　
（
宇

宙
航

空
研

究
開

発
機

構
　

環
境

試
験

技
術

セ
ン

タ
ー

長
　

西
田

　
隆

）

意
見

交
換

会
 （

厚
生

棟
に

て
、

会
費

：
2
0
0
0
円

）

1
6
:4

0
～

1
7
:1

0

1
7
:1

0
～

1
7
:4

0

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

A
S
T
R

O
-
H

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
夏

苅
 権

 氏

宇
宙

航
空

研
究

開
発

機
構

環
境

試
験

技
術

セ
ン

タ
ー

柳
瀬

 恵
一

 氏
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表
2（

1/
2）

 
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
内
容
及
び
概

要
 

（
発
表
者
：
環
境
試
験
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
）

 

番
号

出
展

者

「
音

響
励

起
ラ

ン
ダ

ム
振

動
予

測
手

法
の

S
P

IC
A

搭
載

機
器

へ
の

適
用

」

宇
宙

機
は

，
ロ

ケ
ッ

ト
打

上
げ

時
の

音
響

加
振

に
よ

り
過

酷
な

ラ
ン

ダ
ム

振
動

環
境

に
曝

さ
れ

る
。

環
境

試
験

セ
ン

タ
ー

で
は

，
S
E
A

，
F
E
A

等
の

ア
プ

ロ
ー

チ
で

宇
宙

機
搭

載
機

器
の

ラ
ン

ダ
ム

振
動

環
境

予
測

手
法

を
検

討
し

て
き

た
。

こ
れ

ら
の

予
測

手
法

を
次

世
代

赤
外

線
天

文
衛

星
S
P

IC
A

の
拡

散
音

場
加

振
に

適
用

し
，

S
P

IC
A

搭
載

機
器

の
ラ

ン
ダ

ム
振

動
環

境
条

件
を

評
価

し
た

結
果

つ
い

て
紹

介
す

る
。

「
熱

真
空

試
験

に
お

け
る

サ
イ

ク
ル

数
及

び
さ

ら
し

・
浸

し
時

間
の

妥
当

性
検

討
」

宇
宙

機
は

、
軌

道
上

に
お

け
る

熱
真

空
環

境
へ

の
耐

環
境

性
や

ワ
ー

ク
マ

ン
シ

ッ
プ

エ
ラ

ー
の

検
出

等
を

目
的

と
し

て
、

熱
真

空
試

験
を

実
施

し
て

い
る

。
環

境
試

験
技

術
セ

ン
タ

ー
で

は
、

熱
真

空
試

験
に

お
い

て
試

験
条

件
と

し
て

規
定

さ
れ

て
い

る
サ

イ
ク

ル
数

や
さ

ら
し

・
浸

し
時

間
の

妥
当

性
を

検
討

し
て

お
り

、
そ

の
検

討
状

況
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。

「
ソ

ー
ラ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

　
窓

レ
ン

ズ
検

査
法

の
検

討
」

窓
レ

ン
ズ

は
ソ

ー
ラ

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

構
成

品
の

一
つ

で
あ

り
、

ス
ペ

ー
ス

チ
ャ

ン
バ

の
真

空
側

／
大

気
側

を
隔

て
る

と
と

も
に

、
疑

似
ソ

ー
ラ

光
を

チ
ャ

ン
バ

内
に

透
過

さ
せ

る
役

割
を

持
つ

。
本

検
討

で
は

、
窓

レ
ン

ズ
に

負
荷

を
与

え
て

行
う

従
来

の
検

査
法

に
変

わ
る

無
負

荷
の

検
査

法
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

新
検

査
法

と
そ

の
適

用
例

に
つ

い
て

紹
介

す
る

。

「
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

衝
撃

試
験

省
略

に
向

け
た

検
討

」
上

位
シ

ス
テ

ム
か

ら
の

要
求

と
し

て
規

定
衝

撃
の

負
荷

耐
性

を
確

認
す

る
た

め
に

実
施

す
る

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
衝

撃
試

験
に

つ
い

て
は

そ
の

試
験

目
的

か
ら

、
①

ラ
ン

ダ
ム

振
動

応
答

が
衝

撃
応

答
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
よ

り
も

大
き

い
場

合
②

応
力

に
寄

与
す

る
衝

撃
速

度
が

あ
る

閾
値

以
下

で
あ

る
場

合
③

衝
撃

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

な
部

品
が

含
ま

れ
て

い
な

い
場

合
な

ど
に

於
い

て
は

省
略

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。
試

験
セ

ン
タ

ー
で

の
本

検
討

の
進

捗
と

展
望

に
つ

い
て

海
外

宇
宙

機
関

の
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

衝
撃

試
験

省
略

の
整

理
例

を
合

わ
せ

て
紹

介
す

る
。

「
熱

真
空

試
験

に
お

け
る

供
試

体
の

放
電

防
止

に
関

す
る

検
討

」
ス

ペ
ー

ス
チ

ャ
ン

バ
で

宇
宙

機
の

熱
真

空
試

験
を

実
施

す
る

際
に

は
、

多
く
の

場
合

1
.3

3
P

a 
～

 1
.3

3
×

1
0
^-

3
P

aの
圧

力
領

域
を

「
放

電
注

意
圧

力
領

域
」

と
し

、
そ

の
圧

力
領

域
で

は
高

電
圧

機
器

等
の

放
電

す
る

可
能

性
が

あ
る

機
器

（
放

電
危

惧
機

器
）
を

無
用

に
O

N
し

な
い

よ
う

に
す

る
と

い
う

対
策

に
よ

り
放

電
防

止
を

図
っ

て
い

る
。

チ
ャ

ン
バ

内
の

圧
力

が
放

電
注

意
圧

力
で

あ
る

か
否

か
は

ス
ペ

ー
ス

チ
ャ

ン
バ

常
設

の
真

空
計

で
測

定
さ

れ
た

値
に

よ
り

判
断

し
て

お
り

、
放

電
危

惧
機

器
が

取
り

付
け

ら
れ

て
い

る
宇

宙
機

内
部

の
圧

力
と

、
チ

ャ
ン

バ
常

設
真

空
計

で
測

定
さ

れ
て

い
る

宇
宙

機
外

部
の

圧
力

が
同

じ
で

あ
る

こ
と

が
前

提
と

な
っ

て
い

る
。

本
検

討
で

は
熱

真
空

試
験

に
お

け
る

宇
宙

機
内

部
の

圧
力

を
実

測
し

、
放

電
危

惧
機

器
の

放
電

防
止

を
検

討
し

た
。

丹
羽

　
智

哉

高
橋

　
大

祐
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P
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1
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-
P

0
5

W
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1
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P

0
1

W
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P

0
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及
び

概
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W
S
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赤
城

　
弘
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藤

　
麻
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子
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表
2（

2/
2）

 
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
表
内
容
及
び
概
要

 
（
発
表
者
：
環
境
試
験
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
）

 

番
号

出
展

者

「
H

II
B

ロ
ケ

ッ
ト

射
点

近
傍

・
遠

方
音

響
解

析
」
※

本
稿

に
は

未
掲

載

ロ
ケ

ッ
ト

打
上

げ
時

の
音

響
振

動
は

、
搭

載
機

器
の

み
な

ら
ず

射
点

な
ど

の
地

上
設

備
に

も
多

大
な

影
響

を
与

え
る

。
今

回
、

H
II
B

ロ
ケ

ッ
ト

試
作

1
号

機
か

ら
3
号

機
の

打
上

げ
時

の
音

響
に

つ
い

て
、

近
傍

と
遠

方
の

大
き

く
二

つ
に

分
け

て
解

析
を

行
っ

た
。

特
に

近
傍

解
析

で
は

射
点

各
部

の
計

測
結

果
を

元
に

、
射

点
音

場
環

境
の

解
析

を
行

っ
た

。
ま

た
遠

方
解

析
で

は
、

警
戒

区
域

（
3
㎞

）
よ

り
以

遠
で

の
音

響
振

動
を

計
測

し
、

そ
の

影
響

を
解

析
し

た
。

こ
れ

ら
の

結
果

を
、

特
に

H
II
B

ロ
ケ

ッ
ト

各
号

機
間

の
再

現
性

に
主

眼
を

お
き

、
考

察
し

た
結

果
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。

「
熱

真
空

試
験

に
お

け
る

表
面

堆
積

粒
子

状
コ

ン
タ

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
低

減
対

策
」

ス
ペ

ー
ス

チ
ャ

ン
バ

で
行

わ
れ

る
熱

真
空

試
験

環
境

下
で

の
表

面
堆

積
粒

子
状

コ
ン

タ
ミ

は
、

通
常

の
ク

リ
ー

ン
ル

ー
ム

内
と

は
異

な
る

堆
積

プ
ロ

セ
ス

と
な

る
。

環
境

試
験

技
術

セ
ン

タ
ー

で
は

昨
年

度
か

ら
簡

易
に

表
面

堆
積

粒
子

状
コ

ン
タ

ミ
を

測
定

で
き

る
機

器
を

用
い

、
同

コ
ン

タ
ミ

を
低

減
さ

せ
る

た
め

の
実

験
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

結
果

を
紹

介
す

る
。

「
1
3
m

Φ
ス

ペ
ー

ス
チ

ャ
ン

バ
の

液
体

窒
素

供
給

シ
ス

テ
ム

の
将

来
構

想
」

1
3
m

Φ
ス

ペ
ー

ス
チ

ャ
ン

バ
は

、
シ

ュ
ラ

ウ
ド

を
1
0
0
k以

下
に

冷
却

す
る

為
、

大
容

量
の

液
体

窒
素

を
消

費
す

る
。

そ
の

為
、

使
用

し
ガ

ス
化

し
た

窒
素

を
再

冷
却

し
、

液
体

窒
素

を
製

造
す

る
窒

素
再

液
化

装
置

と
い

う
液

体
窒

素
供

給
シ

ス
テ

ム
を

有
し

て
い

る
。

こ
の

装
置

は
、

設
置

後
2
2
年

が
経

過
し

て
お

り
、

さ
ら

に
大

電
力

を
消

費
す

る
為

、
装

置
の

改
善

検
討

を
実

施
し

て
い

る
。

こ
こ

で
は

、
設

備
概

要
と

整
備

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。

「
大

型
振

動
試

験
設

備
の

震
災

復
旧

」
※

本
稿

に
は

未
掲

載
筑

波
宇

宙
セ

ン
タ

ー
　

総
合

環
境

試
験

棟
の

大
型

振
動

試
験

設
備

は
東

日
本

大
震

災
の

影
響

に
よ

り
被

災
し

、
特

に
２

０
０

０
ト

ン
の

浮
き

基
礎

を
支

え
て

い
る

防
振

ユ
ニ

ッ
ト

に
大

ダ
メ

ー
ジ

を
も

た
ら

し
た

た
め

、
他

設
備

と
比

較
し

復
旧

が
困

難
で

あ
っ

た
。

環
境

試
験

技
術

セ
ン

タ
ー

で
は

、
復

旧
作

業
に

取
り

組
み

、
そ

の
被

災
か

ら
復

旧
・
予

防
保

全
対

策
ま

で
の

過
程

を
紹

介
す

る
。

「
E

M
C

シ
ー

ル
ド

ル
ー

ム
空

間
特

性
の

把
握

」
E
M

C
シ

ー
ル

ド
ル

ー
ム

内
の

伝
播

特
性

を
実

測
し

、
放

射
感

受
性

試
験

の
再

現
性

に
影

響
を

与
え

る
空

間
特

性
を

把
握

し
た

。
ま

た
壁

面
と

天
井

に
敷

設
さ

れ
て

い
る

電
波

吸
収

体
を

フ
ェ

ラ
イ

ト
複

合
材

に
更

新
す

る
場

合
の

電
磁

界
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

を
行

い
、

そ
の

改
善

効
果

を
予

測
し

た
。

こ
れ

ら
の

手
法

、
及

び
そ

の
結

果
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。
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5. 講演内容 

 
 
 
 
 
 
 
 

5.1. 開会挨拶 

 
宇宙航空研究開発機構 

本間 正修 理事 
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JAXA の本間です。環境試験技術センターを担当しております。 

本日は第 10 回試験技術ワークショップに皆様お集まり頂きありがとうございます。 
 
環境試験技術というのは、試験をする対象と同時に技術を向上させていく必要があるも

のだと考えております。今回第 10 回目のワークショップですけれども、10 年前の衛星やロ

ケットの技術を検証する環境試験技術と今日現在あるいはこれからの新しい宇宙機を試験

する技術があって、どんどん進歩しなければならないと思います。こういうワークショッ

プで皆様といろいろ議論したり、最先端の話を聞けるというのは非常に貴重な機会ですの

で 15 回、20 回と続けていくようにしたいと思っております。 
 
余談になりますが 3.11 は１年半以上前ですけれども、大震災でつくば宇宙センターも被

害を受けており、特に試験設備、施設がダメージを受けました。それを乗り越えて昨年も

第９回ワークショップを開催しましたが、１年半経過し、ほぼすべての試験設備が完全復

旧しております。皆様のご協力のおかげだと思っております。ちなみに試験設備、施設の

復旧が速やかであったことが評価されて、JAXA の組織は年度ごとに業務評価を実施してお

り、外部評価も受けるのですけれども、昨年度の試験設備、施設あるいは技術に関しては S
評価を頂いております。JAXA 内外からも震災への対応、それから復旧後に速やかに様々な

試験を行い打上げ計画の遅れを最小限にしたことを評価されております。 
 
これからいろいろな方にご講演を頂きますが、その内容を受け止めて我々の環境試験技

術により一層磨きをかけていきたいと思っております。本日はよろしくお願い致します。 
 

 

 

  

ワークショップ会場 
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5.2. （特別講演）              

自動車開発における環境試験と電動車両用   

Li バッテリーの特性について 

 

株式会社 本田技術研究所 

MEV 研究室 上席研究員 

木内 健雄 様 
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質疑応答 

 
質問者①（JAXA 航空プログラム G 西沢氏） 

電池の関係で質問したいのですが、電気自動車やハイブリッド自動車の電池の安全性とい

うのは何らかの絶対的な基準があって、それに合うように試験しているのでしょうか。そ

れとも自動車は各バイヤーさんが独自に基準を設けて、それに合うようにやっているので

しょうか。 

 

発表者 

今の国際ミッションとして標準とされているのは、電池の輸送の時の状態に対していろい

ろな基準が決められています。例えば、日本で生産した電気自動車やハイブリッドを海外

に運ぶ場合に、リチウムというのはかなりエネルギー密度の高いものになります。そうい

ったものをどう航空機で運ぶかといった時に、何かある（航空機が落ちる）とマズいとい

う発想で、標準化された厳しい基準がほとんどできあがっています。したがってセルだけ

で守れない場合は、そういう事態が起きても大丈夫なようなケースに入れろ、ということ

になっています。ケースというのはものすごく重要だったりします。ただ、完成車となっ

た場合は、完成車の生産国、生産メーカで変なことが起きないように、従来の車をガソリ

ンと言う燃料を搭載した状態で輸送するわけですけども、ある所定の衝突の条件でぶつけ

ても発火が無いこと、レスキューの方が感電しないこととか、そういった方法を取り入れ

るということはあります。ディテイルはあまり標準化されていないのですが、そういった

概念で生産しなさいということになっています。そうはいっても、一般メーカの電気自動

車は、結構火を吹いていたりとかいうことが起きているようです。その辺が実際は大事な

ところなんだと思います。それはそれぞれのメーカが責任を持って、半端な状態で使って

も大丈夫な状態でお客様のところに持っていくということだと思います。 

 

 

質問者②（JAXA 渡辺氏） 

私は車が個人的に好きで、F1 は特にテレビで見たことがあります。普通に走っている時に

故障するというのを見たりもします。先程話に出ました、ライフが 1,500km というのは、

設計寿命という考えで良いのか、あるいは普通のレースの距離が 1,500km ぐらいであるの

か。部品全点（4,000 点）を全て品質管理的なチェックをされているということであれば、

設計寿命通りのものができていれば、事故は別としても、故障というのはありえないと思

います。そういったことは、試験そのものが十分でないから起きるのでしょうか。 
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発表者 

冒頭に量産車の方が設計公差とか安全率をさまざまに設定して、とにかく壊さない製品を

出すという話をしました。レースエンジンの方は、車体の材料もそうですが、軽く、低重

心でということをメインにしています。1,500km というのは 1 レースが 300km 強で、エン

ジンの課題出しチェックみたいなことをやります。ロケットの方も実際に使う環境の 2～3

倍ぐらいにしておけば、テストに持っていっても大丈夫ですというお話を聞きました。そ

ういったところから、最低もつ数字というのを定めています。実際はゴールしたら壊れて

欲しいんです。ゴールした瞬間プラス一周、戻ってきたら壊れるぐらいに軽くしたいんで

す。従って、設定した使い方に安全率を持たせたくないんですね。それが全てタイムに影

響するので。従って、1,500km で設定したら壊したいわけです。そんなのは精度が出ないと

いうことが起きます。 

 

 

質問者②（JAXA 渡辺氏） 

ドライバーもプロの中のプロですが、もちろん運転の仕方で壊してしまうということもあ

ると聞いたことがあります。想定外に回転させてしまうということがあるのでしょうか。 

 

発表者 

壊れると言っても単純な単一の金属のところが破壊するということはあまりありません。 

やはり摺動部、接合部が一番弱いんです。したがってエンジンもなだらかに回転を上げて 

高い回転でずっと維持してもらえれば、そういった問題は起きません。トランスミッショ

ンというエンジンの回転数を急激に振る変速器と組み合わさっていますので、クラッチの

結合のタイミングが若干ずれてオーバーヒートさせてしまう、そういった引き金で壊れて

しまうということはあります。 
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5.3. 陸域観測技術衛星 2 号（ALOS-2）の   

システム試験状況 
 

宇宙航空研究開発機構 

ALOS-2 プロジェクトチーム 

猿渡 英樹 氏 
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質疑応答 

 
質問者①（九州工業大学 趙氏） 

（SAR パネルのマイクロ波出力について）パネル一枚あたりの出力はいくらでしょうか？  

発表者 

180 台の送受信モジュールがあります。1 台あたりの出力は 25W です。 

 

 

質問者② （株式会社 AES 斎藤氏） 

・TWT の真空圧力を計測した時の TWT 機器の周りの温度は測っていますか？ 

・また、温度によって圧力は変わってくると考えるがいかがでしょうか？ 

 

発表者 

・TWT の機器近くには試験用熱電対やフライトサーミスタを貼っていますが、TWT を ON

にしたときは真空度は測っていません。TWT 近傍の温度としては 20~30 度程度だったと記

憶しています。 

・真空計自体が放電を誘発するという報告事例もあったため、真空計にて真空度を計測し

ながら TWT を ON にするということはできませんでした。ただし、TWT の起動による温

度上昇によって真空度が 2 桁程度上がって、TWT の起動圧力を超えるということはないと

考えます。 
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5.4. 30kW キセノンランプ長寿命化の開発状況 

 

宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 

和田 篤始 氏 
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質疑応答 

 
質問者①（JAXA 渡邊氏） 

ランプ寿命試験データにおいて、ステップ状に変化するポイントがあるようにみえますが、

ここで何が起きているのでしょうか？ 

 

発表者 

寿命試験では、100 時間毎にランプを消灯し、ランプの様子の観察を行っています。このデ

ータは 100 時間毎のデータをつなぎ合わせて連続したデータとしているため、消灯したと

ころはステップ状に変化しているようにみえています。 

ゆえに、ステップ状の変化はランプの性能によるものではありません。 

 

質問者②（TIS 三枝氏） 

長寿命化は何時間を狙っていますか？それが試験にどういう効果を与えるのでしょうか？ 

 

発表者 

寿命は 800 時間を狙っています。単純に寿命が 2 倍になれば、ランプコスト・ランプ交換

関連費が半分になります。また寿命を長くすることで、長時間のソーラ試験にも対応でき、

信頼性を上げることで、不測の不具合によりランプが消灯し、最終的に試験を中断してラ

ンプ交換をしなければならないという事態を避けることができます。 

 

質問者③（JAMSS 海道氏） 

ランプの開発当時関わっていたが、当時ランプ寿命で問題になっていたのは、タングステ

ンの枯れ、極の形が大切だったと記憶しています。電極の形状やキセノンの封入圧もラン

プの寿命に関連があると思っていますが、そういった観点での追及はしていないのでしょ

うか。 

 

発表者 

我々も陰極の形状を変化させ、寿命を長くするということを以前は検討していました。し

かし、それをやっても今のランプに対しては効果が見られなかったのが実態です。陰極の

形状を変化させて何を狙ったかというと、陰極形状を変化させることで陰極の温度分布を

変化させ、放電をしやすくする物質であるトリアが陰極先端に継続的に供給される温度分

布にすることです。しかし、何本か試作して寿命とトリア消費量の関係を比較しましたが、

あまり相関性は見られませんでした。そこで、そのアプローチをやめ、現在行っている極

間を離すというアプローチで検討を始めています。 
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5.5. ASNARO 衛星システムにおける  

SpaceWire の採用と試験自動化 

 
日本電気 株式会社 

宇宙システム事業部 宇宙システム部 

小林 裕亮 氏 
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質疑応答 

 
質問者①（JAXA  Astro-H プロジェクト夏苅氏） 

試験の自動化に当たって、自動化すること自体に手間がかかっていると思います。その辺

は 2 号機以降は大分完全になると思いますが、例えば ASTRO-H のような他のシリーズに関

して、最初にやる効果というのはどのぐらいなのでしょうか。 

 

発表者 

今現在並行で小型科学衛星も同じ Nexter のバスを使用して試験していますが、そちらには

手順の提供と言いますか、全く同じ手順で立ち上げる部分がありますので、大きな効果が

あると思います。ASTRO-H に関しましても、スペースワイヤーのネットワークはおそらく

冗長系を組んでいて複雑にはなっていますが、主な主系の部分で、例えば、先程 ASNARO

でも挙げたように衛星立ち上げ等、毎回行うような試験については、自動化を進める意義

は大いにあると思います。ただし ASNARO の場合、おっしゃった通り試験を自動化するこ

と自体に時間がかかりますので、そことのトレードオフが非常に大事になります。例えば 

1 回しか実施しない試験手順なのに自動化にこだわってしまうと、それは単純に時間のロス

になりますので、しっかりと考えた上で進めることが大事だと思います。 

 

 

質問者①（JAXA  Astro-H プロジェクト夏苅氏） 

2 週目の効果が ASTRO-H も適用できるようになると思ってよろしいのでしょうか。 

 

発表者 

はい。 

 

 

質問者②（JAXA 環境試験技術センター柳瀬氏） 

今回、電気試験ということで発表していただいたのですが、環境試験技術センターは主に

環境試験がメインでやってますが、普通にインテグレーションをやっていたりします。こ

ういうインフラとか設備があったら、電気試験がもっと筑波でやりやすくなるということ

があれば教えていただきたいと思います。 
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発表者 

ASNARO は環境試験技術センター様には大変お世話になっておりまして、システムの地上

電気試験から 8m チャンバでの熱真空試験まで現在でもお世話になっています。今のご質問

は、試験設備に対する要望ということですね。自動化というところまで踏み込むというの

は難しいと思いますが、少し考えさせて下さい。 

 

 

質問者②（JAXA 環境試験技術センター柳瀬氏） 

例えば、電気試験をやる時に、NEC 本社からモニタリングを自動化するとできるようにな

る、どこからでもモニタリングできるようになっているとか、そういうネットワーク線み

たいなものが筑波と NEC 本社の間にあると、もっと安く早くできるよ、ということは考え

られますか。 

 

発表者 

その通りだと思います。特に衛星の監視という意味では、全員が衛星の実物の目の前に座

っている必要は無くて、それよりもコンポーネントの技術者であるとか、サブシステムの

担当者、NEC の技術開発部隊が元々居るところで監視ができたら、直ぐに不具合が発覚し

た時に対応できるというふうに、試験期間を短縮したり、不具合の早期発見に大いに役立

つと思います。 
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5.6. 超小型衛星の環境試験の実績解析と   

試験標準化について 

 

九州工業大学 

宇宙環境技術ラボラトリー 教授 

趙 孟佑 氏 
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質疑応答 
 
質問者①（JAXA 安信部加藤氏） 

超小型衛星試験標準の活動でご苦労されていることがあればお教え下さい。また、ISO 及び

JAXA 宇宙機設計標準の活動について、超小型の観点からご提言があればお伺いしたく思い

ます。 

 

発表者 

超小型衛星試験標準の活動については来週（11/20）大分で行われる宇科連で発表がありま

す。大学の自由な衛星製作活動に「タガをかける」わけではないことをご理解いただける

よう注意しています。試験標準に従って衛星を作れと言っているわけではありません。た

だ、今後超小型も商用利用されることを考えるとある程度の信頼性が必要で、信頼性を確

保するための参考にしていただきたいと考えています。 

JAXA 標準との協力ですが、JAXA 標準と超小型の標準は寄って立つところが違います。

（JAXA で募集する）相乗り衛星にも適用するかどうかは、大学の自由な衛星づくりの考え

方もあり、難しいところがあります。ただ、協力できるところは十分あると思っています。 

 

質問者②（HIREC 角市氏） 

軌道上の不具合は再現が難しいが、（鳳龍の不具合については）かなり詳しく解明されてお

り、非常に良いデータになったと思います。今後、不具合の経験と分析結果はどのように

反映されていくのでしょうか。 

 

発表者 

絶対にアクセスポートは上にしないことです。また、大学衛星はリソースが少なくて難し

いですが、サバイバルモードを用意しなければなりません。むやみにつけると逆に危ない

ですが、電源をきちんと切れる機能をつけておき、電源をオフにして初期化できるように

しておく必要があります。 
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5.7. 計測機器の最近の動向 
 

丸文 株式会社 

システム営業本部 

営業第１部 計測機器課 

金田 佳三 氏 
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質疑応答 
 
質問者① （TIS 三枝氏） 

超小型データレコーダについて、電源はどういったものを使っているのでしょうか？ 

電源の ON/OFF は遠隔で可能でしょうか？ 

 

発表者 

PC から電源供給します。リチウムポリマーバッテリー（オプション）を付けて 

有線・無線でスイッチ ON/OFF は可能です。トリガーをかける設定も可能です。 

 

質問者② （JAXA 衛星構造・機構 G 間庭氏） 

回転体でも使用可能でしょうか？ 

温度についてはどの程度まで許容できるのでしょうか？ 

 

発表者 

回転体でも使用可能です。 

詳細は別途ご案内させていただきたいと思います。高いところは 100℃前後まで対応可能で

す。 
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5.8. 筑波宇宙センターにおける    

ASTRO-H のシステム試験について 
 

宇宙航空研究開発機構 

ASTRO-H プロジェクトチーム 

夏苅 権 氏 
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質疑応答 
 
質問者①（九州工業大学 趙氏） 

IR カメラについて教えてください。チャンバの外から撮っているのか？もしくは中から取

っているのでしょうか？ 

  

発表者 

両方です。本発表で示した画像は、チャンバの中から取ったもので、TFX 台車の上に取り

付けたカメラから撮った画像です。 

 

質問者②（九州工業大学 趙氏） 

チャンバの中から取るのは理解できますが、外から取る際は、IR 透過窓をつけているので

しょうか？またその視野にはシュラウドがかぶっていないのでしょうか？  

 

発表者 

IR 透過窓は付けていて、視野にはシュラウドがかぶることはありません。 

 

質問者③（JAXA 環境試験技術センター 施氏） 

これから音響試験、衝撃試験、振動試験含めて 600ch 使うとありましたが、それは同時に取

得するチャンネル数なのでしょうか？  

 

発表者 

いえ、同時に取得するのではありません。同時に使用するのは 300ch までに抑えようとして

います。設備のチャンネル数をオーバーするようであれば、間引く方向で考えたいと思い

ます。 

 

質問者④（JAXA 環境試験技術センター 施氏） 

設備の方は最大 400ch しか使用できないので、試験時には調整させてください。 
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5.9. 試験標準の次改定計画及び       

海外標準との比較 
 

宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 

柳瀬 恵一 氏 
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質疑応答 
 
質問者①（NEC 小林氏） 

基準を読むメーカーの立場としては、基準の根拠が気になってしまうのですが、改定活動

の中で根拠を纏めるような活動はされているのでしょうか。 

 

発表者 

根拠を纏めることが重要で、改定活動は根拠を纏めるところから始まっています。標準の

下層文書に試験ハンドブックがあり、ここに基準の理由や考え方を纏めており、関係者に

開示されています。今後も継続的に充実させていく予定です。 

 

質問者②（TIS 三枝氏） 

試験条件は実測された環境から決まるものでありますが、実測環境と試験条件の紐付けは

どのようにしていますか。今後、新しいロケットも開発が予定されており、この部分は重

要と考えますが、いかがでしょうか。 

 

発表者 

H-IIA は打上げ機数が 20 を超え、JAXA 輸送本部の中でも環境の見直し作業が始まったと

聞いています。我々としては、ワーキンググループの活動に輸送本部にも入っていもらい、

実測環境と試験条件が乖離しないように、（環境の見直しと試験条件設定が）並行作業とし

て進められるよう考慮しています。 
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5.10. 閉会挨拶 

 
宇宙航空研究開発機構 

環境試験技術センター 

西田 隆 センター長 
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環境試験技術センター長の西田です。 

 

昨年の震災から試験ができる状態に立ち上がり、昨年のワークショップも無事に開催で

きました。それ以降、衛星の環境試験が行われ、今日このような形での発表の場を作れた

ということは私もうれしく思っています。この場をお借りしましてご尽力いただいた皆様

に改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

今回は記念となる第 10 回ということで、違う分野の世界も我々はやはり見ていく必要が

あるだろうと考え、本日本田技術研究所の木内様にご講演をお願いしたというところでご

ざいます。 

 また先ほど理事からも今後とも回数を重ねていくというお話がありました様に、今回は

第 10 回でしたが、第 20 回に向け我々も頑張っていかなければならないと思っております。

ただ宇宙という組織もご存じのとおり国としての再編や、世の中も不景気というところも

ありまして、なかなか思うような形で進んではいきませんが、我々も微力ながらできると

ころを更なる向上を目指して進めていきたいと考えております。試験技術もそうですし、

試験をこなしていくという関係でも我々も色々と考えなければならないというのが多々あ

ります。やはり知恵を絞りながら次の世代に向けて頑張っていきたいと思いますので今後

とも皆様のご協力をお願いしたいと思います。 

 

どうも本日は長い時間ありがとうございました。 
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6. ポスターセッション 
ポスターセッションの内容を以下に示す。発表はいずれも環境試験技術センター職員

によるものである。 
 
WS10-P01 音響励起ランダム振動予測手法の SPICA 搭載機器への適用 
WS10-P02 熱真空試験におけるサイクル数及びさらし・浸し時間の妥当性検討 
WS10-P03 ソーラシミュレータ 窓レンズ検査法の検討 
WS10-P04 コンポーネント衝撃試験省略に向けた検討 
WS10-P05 熱真空試験における供試体の放電防止に関する検討 
WS10-P06 HIIB ロケット射点近傍・遠方音響解析 ※本稿には未掲載 
WS10-P07 熱真空試験における表面堆積粒子状コンタミネーションの低減対策 
WS10-P08 13mΦスペースチャンバの液体窒素供給システムの将来構想 
WS10-P09 大型振動試験設備の震災復旧 ※本稿には未掲載 
WS10-P10 EMC シールドルーム空間特性の把握 

 
 

 
ポスターセッション会場 

 

  

 

This document is provided by JAXA



  194 宇宙航空研究開発機構特別資料 JAXA-SP-12-011 

  
W

S1
0-

P0
1 

This document is provided by JAXA



 環境試験技術報告 第 10回試験技術ワークショップ開催報告 195 

 

  
W

S1
0-

P0
2 

This document is provided by JAXA



  196 宇宙航空研究開発機構特別資料 JAXA-SP-12-011 

 

 

  

 
W

S1
0-

P0
3 

 

This document is provided by JAXA



 環境試験技術報告 第 10回試験技術ワークショップ開催報告 197 

 

W
S1

0-
P0

4 
 

This document is provided by JAXA



  198 宇宙航空研究開発機構特別資料 JAXA-SP-12-011 

  

  

 

 

W
S1

0-
P0

5 
 

This document is provided by JAXA



 環境試験技術報告 第 10回試験技術ワークショップ開催報告 199 

 

  
W

S1
0-

P0
7 

 

This document is provided by JAXA



  200 宇宙航空研究開発機構特別資料 JAXA-SP-12-011 

 

 

  

W
S1

0-
P0

8 
 

This document is provided by JAXA



 環境試験技術報告 第 10回試験技術ワークショップ開催報告 201 

 

 

 

W
S1

0-
P1

0 
 

This document is provided by JAXA



This document is provided by JAXA


	表紙
	目次
	1. 開催概要
	2. 開催目的
	3. 講演プログラム及び概要
	4. キャッチコピー及び宣伝ポスター
	5. 講演内容
	6. ポスターセッション



